
北海道胆振東部地震における
ネットワーク復旧の取り組みについて

ソフトバンク株式会社



1

体制の確立と要員の強化

東北・関東から

応援要員を派遣

現地対策本部

災害対策本部

台風21号
復旧活動

対策本部を設置し、ネットワーク応急復旧要員を派遣

●

●
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現地対策本部

道央
道東

道南

広域支障に対する応急復旧活動

応援要員をエリア別に分割し応急復旧活動を展開

移動基地局車
(エリア応急)

可搬型発電機
(給電)

移動電源車
(給電)

可搬型衛星アンテナ
(代替伝送路)

応急復旧機材

●
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災害協定に基づく自衛隊との連携

人員の輸送（9月6日北海道着） 燃料の輸送（9月8日北海道着）

さらなる停電長期化への備え
広域支障に対する
現地統制者の増員
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充電設備の設置や携帯電話の貸出し

端末 台数 貸出先
携帯電話

衛星携帯電話 205台
北海道庁
各自治体

避難所16カ所
陸上自衛隊
NPO団体

タブレット端末 45台

Wi-Fiルーター 98台

充電設備 10台

マグネシウム空気電池 78箱
この他、北海道全域で公衆無線LANサービス「ソフトバンクWi-Fiスポット」
の無料開放を2018年9月6日午後から実施（～10月3日まで）
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今後に向けた取り組み

より効果的な応急復旧が行えるように、被災地に応急復旧機材の一時保
管場所の確保について、携帯三社共同で北海道様へ協力を要請。
道内全市町村への通知、および北海道地域防災計画に反映いただいた。

応急復旧機材

移動基地局車 移動電源車 可搬型発電機可搬型衛星アンテナ
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END


